
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

１ 田植え後の水管理 
（１）田植え時～活着（田植後３～５日程度） 

苗が水没しない程度のやや深水（５cm 程度）で

植傷みを軽減しましょう。 

※密苗の場合は慣行苗と比べて葉齢が小さく軟弱な

ため、田植後は浅水管理にしましょう。 

（２）活着後 
浅水管理（２～３㎝）で田水温を高めて、分げ

つの発生を促しましょう(右図)。 

※ただし、強風や低温時には深水にし、天候回復後

はすみやかに浅水管理にしましょう。 

（３）田んぼがわいたり、藻が発生した場合 
晴れた日に１～２日程度の軽い田干しを行い、 

水を入れ替えましょう。 

２ 除草剤の使用 
① 使用基準、使用上の注意を守り、遅れずに除草剤を散布しましょう。 

②除草効果を高めるため、散布後５日間は湛水状態（水深５ｃｍ程度）を保ち、田面を

露出させないよう、水が足りなくなったらゆっくりと差し水をしましょう。 

③成分が水田外へ流出しないよう、散布後７日間はかけ流しや落水はやめましょう。 

〇田植え後の水管理・除草剤散布の例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※詳しくは「営農とくらし」の P３２～３３、P６０～６１を参照してください。 
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図 初期の水管理が初期茎数および 

穂数に及ぼす影響（H24農研） 
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収量向上に向け、活着後は浅水管理を徹底し、初期分げつの発生を促しま  
しょう。また、適切な除草剤散布に努め、除草効果を高めましょう。 
 

①田植同時　初期剤　＋　体系是正剤

初期剤 体系是正剤

５ｃｍ程度 ５ｃｍ程度
３ｃｍ程度 ３ｃｍ程度

水管理 やや深水 浅水 やや深水 浅水

田植後日数 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

②田植同時　体系是正剤

体系是正剤

５ｃｍ程度
３ｃｍ程度 ３ｃｍ程度

水管理 やや深水 浅水 浅水
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③田植後　体系是正剤

体系是正剤

５ｃｍ程度 ５ｃｍ程度
３ｃｍ程度

水管理 やや深水 やや深水 浅水

田植後日数 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０
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水稲・移植 
深水管理を続けると・・・ 

田水温の上昇が遅く、

分げつの発生が遅れ、

穂数が少なくなります。 
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１ 播種後の水管理・除草剤の使用 

（１）カルパーコーティング 
・田干し後の播種後７日～10日頃（イネ 1.0葉期）に湛水状態で除草剤を散布しましょう。 

・その後は浅水管理（３㎝程度）で田水温を高め、分げつの発生を促しましょう。 

 

 

 

 

 

（２）鉄コーティング 

・イネ 1.0葉期まで飽水管理を行い、根をしっかり張らせ、転び苗の発生を防ぎましょう。 

・イネ 1.0葉期以降は浅水管理としましょう。 

   ・残草がある場合は、雑草の種類とイネの葉齢を確認し、除草剤を散布しましょう。 

 

 

 

 

 
※上図は目安です。イネの生育状況に応じた水管理と除草剤散布を行いましょう。 

   除草剤については「営農とくらし」のＰ５８～５９、Ｐ６１を参照してください。 

 
     

大豆は、ほ場が乾いた状態で播種することが非常に重要です。額縁排水溝の設置等を  

まだ実施していないほ場は直ちに行いましょう。 

１ 播種前の排水対策 
 ・額縁排水溝を早めに設置して、播種前の土壌を乾かしておきましょう。 

・透水性の悪いほ場は、ほ場内に基幹排水溝を設置したり、サブソイラによる心土破砕

を施工し、排水性の向上に努めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 土づくり  
・耕起前に必ず苦土石灰を散布し、 

ｐＨ6.0～6.5に酸度矯正しましょう。 

・地力向上のため、醗酵けいふん等の有機物

を積極的に施用しましょう。 

 １０a当たりの施用量 

苦土石灰 １００～２００㎏ 

醗酵けいふん １００～１５０㎏ 

牛ふん堆肥 ２ｍ３（１t） 

排水不良田や 

大区画ほ場では 

基幹排水溝を設置し、 

播種までに乾きを 

良くしておきましょう 

排 

水 

路 

用 

水 

路 

①水口はしっかり

止める 

②額縁排水溝は 

早めに設置 

⑥排水溝は 

  確実に連結 

③排水口は深く

掘り下げる 

④サブソイラで 

心土破砕を実施 

⑤排水不良田では 

 基幹排水溝を設置 

表 土づくり資材の施用の目安 

水稲・直播 

大豆 

除草剤の使用時期

水位のイメージ

水管理

播種後日数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

田干し やや深水 浅水管理

５cm程度 ３cm程度

体系是正剤（水持ちが安定してから）

除草剤の使用時期

水位のイメージ

水管理

播種後日数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

やや深水 飽水管理（10日程度） 浅水管理

５cm程度 ３cm程度

体系是正剤 イネ1.0葉期

  入水して水持ちを安定させて

から散布しましょう。 

出芽促進のため、水を落とし、土壌

が湿った状態を保ちましょう。 


